
調査の概要 

 

1. 調査の目的 

 この調査は、県民の身体の状況、栄養素等摂取量、生活習慣及び食習慣の状況を明らか

にし、県民の健康の増進の総合的な推進を図るための基礎資料を得ることを目的とする。 

 

2. 調査の対象 

 調査の対象は、県内の世帯及び世帯員とし、令和 4 年 11 月 1 日現在で満 1 歳以上の者

とした。 

 調査客体は、2022(令和 4)年国民生活基礎調査において県内で設定された単位区から、

保健所管区を層とした層化無作為抽出（クラスター抽出）した 14 単位区と、令和 4 年国

民健康・栄養調査の対象として抽出された 1 単位区を合わせた 15 単位区内の 359 世帯及

びその世帯員とした。 

 調査の協力が得られた世帯数（調査項目に 1 つ以上回答した世帯数）は、226 世帯であ

る。それぞれの調査の集計客体数を表 1、地区別対象者数を表 2 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表1-1　集計客体数（男女計）

人数 % 人数 % 人数 %
総数 504 100.0 388 100.0 538 100.0
1-6歳 19 3.8 - - 19 3.5
7-14歳 42 8.3 - - 45 8.4
15-19歳 25 5.0 - - 30 5.6
20-29歳 48 9.5 41 10.6 53 9.9
30-39歳 30 6.0 31 8.0 36 6.7
40-49歳 56 11.1 57 14.7 59 11.0
50-59歳 74 14.7 73 18.8 81 15.1
60-69歳 64 12.7 60 15.5 66 12.3
70歳以上 146 29.0 126 32.5 149 27.7

（再掲）65-74歳 76 15.1 72 18.6 78 14.5
（再掲）75歳以上 101 20.0 84 21.6 102 19.0
（再掲）70-79歳 86 17.1 76 19.6 88 16.4
（再掲）80歳以上 60 11.9 50 12.9 61 11.3

男女計
栄養摂取状況調査

*1 身体状況調査
歩数測定



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表1-2　集計客体数（男女別）

人数 % 人数 % 人数 %
総数 246 100.0 184 100.0 262 100.0
1-6歳 11 4.5 - - 11 4.2
7-14歳 23 9.3 - - 25 9.5
15-19歳 11 4.5 - - 12 4.6
20-29歳 25 10.2 22 12.0 27 10.3
30-39歳 16 6.5 17 9.2 21 8.0
40-49歳 27 11.0 27 14.7 28 10.7
50-59歳 31 12.6 30 16.3 33 12.6
60-69歳 29 11.8 26 14.1 30 11.5
70歳以上 73 29.7 62 33.7 75 28.6

（再掲）65-74歳 35 14.2 32 17.4 36 13.7
（再掲）75歳以上 51 20.7 42 22.8 52 19.8
（再掲）70-79歳 42 17.1 36 19.6 43 16.4
（再掲）80歳以上 31 12.6 26 14.1 32 12.2

人数 % 人数 % 人数 %
総数 258 100.0 204 100.0 276 100.0
1-6歳 8 3.1 - - 8 2.9
7-14歳 19 7.4 - - 20 7.2
15-19歳 14 5.4 - - 18 6.5
20-29歳 23 8.9 19 9.3 26 9.4
30-39歳 14 5.4 14 6.9 15 5.4
40-49歳 29 11.2 30 14.7 31 11.2
50-59歳 43 16.7 43 21.1 48 17.4
60-69歳 35 13.6 34 16.7 36 13.0
70歳以上 73 28.3 64 31.4 74 26.8

（再掲）65-74歳 41 15.9 40 19.6 42 15.2
（再掲）75歳以上 50 19.4 42 20.6 50 18.1
（再掲）70-79歳 44 17.1 40 19.6 45 16.3
（再掲）80歳以上 29 11.2 24 11.8 28 10.1

*1 栄養摂取状況調査は食物摂取状況調査に回答した世帯数及び人数

女性
栄養摂取状況調査

*1 身体状況調査
歩数測定

男性
栄養摂取状況調査

*1 身体状況調査
歩数測定



 

 

 

 

 

3. 調査項目 

 本調査は、身体状況調査、栄養摂取状況調査からなり、調査項目及び対象項目及び対象

年齢は以下のとおりとした。 

 （１）身体状況調査票［自記式］ 

（ア）身長（1 歳以上） 

（イ）体重（1 歳以上） 

（ウ）健康診断、健康診査及び人間ドックの受診の有無（20 歳以上） 

①受診年月 

（エ）腹囲（20 歳以上） 

（オ）血圧：収縮期（最高）血圧、拡張期（最低）血圧（20 歳以上）［1 回測定］ 

（カ）妊娠の有無（20 歳以上） 

 

 

 

表2　地区別対象数

世帯数
（食物摂
取状況）

*2

人数
*3

（男女
計）

人数
*3

（男性）
人数

*3

（女性）
男女計 男性 女性 男女計 男性 女性

1 28 20 19 38 21 17 36 20 16 40 23 17

2 19 11 11 20 9 11 18 8 10 20 9 11

3 24 9 9 22 12 10 21 10 11 29 15 14

4 18 13 13 34 16 18 23 12 11 34 16 18

5 27 24 24 67 29 38 51 22 29 67 29 38

6 20 8 8 12 6 6 9 3 6 13 6 7

7 15 14 13 37 17 20 29 13 16 42 21 21

8 24 20 20 62 30 32 43 19 24 63 30 33

9 37 14 13 26 12 14 14 6 8 30 13 17

10 22 21 21 21 8 13 15 5 10 20 8 12

11 34 22 18 43 25 18 39 22 17 54 29 25

12 26 16 16 38 19 19 26 12 14 42 21 21

13 19 9 9 22 12 10 16 8 8 22 12 10

14 20 14 14 37 17 20 27 11 16 37 17 20

15 26 11 11 25 13 12 21 13 8 25 13 12

合計 359 226 219 504 246 258 388 184 204 538 262 276

*1 対象世帯数は、県民栄養調査の調査対象世帯数

*2 世帯数（食物摂取状況）は、栄養摂取状況調査の食物摂取状況調査に回答した世帯数

*3 人数は、食物摂取状況調査に回答した人数

*4 歩数測定、身体状況調査は人数

地区
番号

対象
世帯

数
*1

栄養摂取状況調査 歩数測定
*4

身体状況調査
*4

実施
世帯
数



（キ）薬の使用の有無（20 歳以上） 

①血圧を下げる薬 

②脈の乱れを治す薬 

③コレステロールを下げる薬 

④中性脂肪（トリグリセライド）を下げる薬 

⑤貧血治療のための薬（鉄剤） 

（ク）糖尿病と言われたことの有無（20 歳以上） 

①糖尿病治療の有無 

②糖尿病の投薬の有無 

③生活習慣の改善の取り組みの有無 

（ケ）医師からの運動禁止の有無 

（コ）運動習慣：１週間の運動日数、運動を行う日の平均運動時間、運動の継続年数 

 （２）栄養摂取状況調査票（満 1 歳以上） 

   ア 世帯状況：氏名、生年月日、性別、妊婦（週数）・授乳婦別、世帯主との続柄、 

    仕事の種類 

   イ 食事状況：家庭食・調理済み食・外食・給食・その他の区分 

   ウ 食物摂取状況：料理名、食品名、使用量、廃棄量、世帯ごとの案分比率 

   エ １日の身体活動量〈歩数〉（満 20 歳以上） 

 

4. 調査時期 

  令和 4 年 11 月から令和 5 年 1 月の間に対象地区ごとに設定した。 

   （１）身体状況調査：調査票受領日から栄養摂取状況調査票提出日までの間 

   （２）栄養摂取状況調査：被調査世帯においてなるべく普通の摂取状態にある日 

 

5.  調査員の構成 

 調査員は、医師、管理栄養士、保健師及び事務担当者等をもって構成した。 

 

6. 調査票の様式 

  （１）身体状況調査票・・・・14 頁参照 

  （２）栄養摂取状況調査票・・15 頁参照 

 

7. 調査方法 

新型コロナウイルス感染症の影響により、保健所業務のひっ迫及び感染症対策の観点

から、従来の調査方法の実施が難しく、調査手法を以下のとおりとした。 

  （１）身体状況調査 

 身長・体重、腹囲、血圧、問診については、調査会場において看護師等の調査員が

調査項目の計測等を実施する方法から、自記式（自己申告）の調査とした。被調査者

の協力を得るため、被調査者に対し調査の趣旨を十分説明し、調査票を各世帯に配付



し記入させた。調査員である保健師等は、身体状況調査票回収会場等において、調査

票への記入状況を点検するとともに不備の是正等を行った。調査票回収会場での提出

が困難な場合、郵送による提出も可とした。 

  （２）栄養摂取状況調査 

（ア）食物摂取状況 

 調査日は、冠婚葬祭その他特別に食物摂取に変化のある日を避け、被調査者世帯に

おいてなるべく普通の摂取状態にある日に実施した。被調査者の協力を得るため、被

調査者に対し調査の趣旨を十分説明した。調査員が調査票を各世帯に配付し記入要領

を十分説明したうえ、秤を用いて秤量を記入させたが、使用量が少なく秤量困難なも

の等については目安量をもって記入させた。調査員である管理栄養士等は、栄養摂取

状況調査票回収会場等において、調査票への記入状況を点検するとともに不備の是正

等を行った。調査票回収会場での提出が困難な場合、郵送による提出も可とした。 

（イ）１日の身体活動量〈歩数〉 

歩数計を用いた１日の身体活動量（歩数）の測定は、歩数計を対象者に事前に配

付して歩数測定方法を説明し、被調査者に歩数計の装着状況と１日の身体活動量（歩

数）を栄養摂取状況調査票に記録させた。 

 

8. 本書利用上の留意点 

  （１）栄養素等摂取量の算出 

 栄養素等摂取量の算出には、文部科学省科学技術・学術審議会資源調査分科会 

「日本食品標準成分表 2015 年版（七訂）」、「日本食品標準成分表 2015 年版（七訂）  

追補 2016 年」、「日本食品標準成分表 2015 年版（七訂）追補 2017 年」及び「日本 

食品標準成分表 2015 年版（七訂）追補 2018 年（以下「追補 2018 年」という。）」

（以下「成分表 2015」という。）を使用した。食物繊維の摂取量について、追補 2018 

年の「炭水化物成分表 別表１」に収載されている食品は、AOAC2011.25 法に 

よる値を用いて算出し、水溶性は高分子量水溶性の値のみを適用している。  

 栄養素等摂取量は、調理後（ゆで、焼き等）の成分値が成分表 2015 に収載され

ている食品は、これを用いた。また、その他の食品については、成分表 2015 に 

収載されている調理による「重量変化率」を加味して算出した 

  （２）食品群分類 

 食品群分類は、国民健康・栄養調査食品群別表のとおりとした。分類上、特に注

意を要する点は下記のとおりである。 

ア 分類 

 ①「ジャム」は「果実類」に分類 

 ②「味噌」は「調味料・香辛料類」に分類 

 ③「マヨネーズ」は「調味料・香辛料類」に分類 

 

 



イ 重量 

 食品の重量は、調理を加味した数量であり、「米・加工品」は「めし」・「かゆ」な

ど、「その他の穀類・加工品」の「干しそば」は「ゆでそば」など、「藻類」の「乾

燥わかめ」は「乾燥わかめ・水戻し」など、「嗜好飲料類」の「茶葉」は「茶浸出液」

などで算出。野菜類の「漬物」などはそのままの重量を用いた。 

また、「だいこん」及び「しょうが」の「おろし・おろし汁」などはそのままの重

量を用いた。なお、調理に用いた水分（液状だしを含む）は重量には含めなかった。 

  （３）食事内容 

    国民健康・栄養調査と統一して、次の区分により集計した。 

ア 家庭食：家庭で作った食事や弁当を食べた場合 

イ 調理済み食：すでに調理されたものを買ってきたり、出前をとって家庭で食べ

た場合 

ウ 外食：飲食店での食事及び家庭以外の場所で出前をとったり、市販のお弁当を

買って食べるなど家庭で調理せずに、食べる場所も家庭ではない場合（食事内容は

「イ 調理済み食」と同じ）。 

エ 給食： 

・ 保育所・幼稚園給食（教職員は、職場給食） 

・ 学校給食（教職員は、職場給食） 

・ 職場給食（社員食堂を含む） 

オ その他： 

 菓子、果物、乳製品、嗜好飲料などの食品のみを食べた場合 

 鉄剤などによる栄養素の補給、栄養ドリンク剤のみの場合 

 食事をしなかった場合 

  （４）血圧の分類 

    国民健康・栄養調査と統一し、「日本高血圧学会（2014 年）による血圧の分類」を

用いた。 

 収縮期血圧（最高血圧）（mmHg） 拡張期血圧（最低血圧）（mmHg） 

至適血圧 ＜120 かつ ＜80 

正常血圧 120－129 かつ 80－84 

正常高値血圧 130－139 または 85－89 

Ⅰ度高血圧 140－159 または 90－99 

Ⅱ度高血圧 160－179 または 100－109 

Ⅲ度高血圧 ≧180 または ≧110 

収縮期高血圧 ≧140 かつ ＜90 

 

 

 

 



  （５）肥満の判定 

 国民健康・栄養調査と統一して BMI（Body Mass Index、次式）を用いて判定し

た。BMI=体重（kg）／（身長（m））2 

 男女とも 15 歳以上 BMI=22 を標準とし、肥満の判定基準は下記のとおり。 

判 定 低体重（やせ） 普 通 肥 満 

BMI 18.5 未満 18.5 以上 25.0 未満 25.0 以上 

（「肥満症診療ガイドライン 2016 年による肥満の判定基準」より） 

  （６）その他 

令和４年度の県民栄養調査では、身体状況に関する項目（身長、体重、腹囲、血

圧）の測定方法が、過去の調査や国民健康・栄養調査と異なる。過去の調査では、

国民健康・栄養調査に準じた方法で測定しているが、本調査では、健診値や家庭測

定値等の自記式調査により行っているため、参考値として取扱う。 

本調査結果は、一部、令和４年国民健康・栄養調査の情報を利用して独自に集計

したものである。 

 

9. 集計分析方法 

  性・年齢階級別に集計した。年齢階級は、国民健康・栄養調査に準じ、1～6 歳、7～14

歳、15～19 歳、20～29 歳、30～39 歳、40～49 歳、50～59 歳、60～69 歳、70 歳以上の

9 区分とした。 

  （１）栄養素等摂取量の算出 

  栄養素等摂取量の算出には、国民健康・栄養調査方式業務支援システム「食事し

らべ 2022」（国立研究開発法人 医薬基盤・健康・栄養研究所提供）を使用した。 

（２）記述統計 

  平均値、標準偏差、標準誤差、パーセンタイルの算出は、保健所別に抽出率の逆

数で重みづけ（保健所圏域ごとの標本数の偏りを調整）をして算出した。また、県

全体の推定値を得るためには上記に加えて令和 4 年の山梨県の人口構成に合わせる

ための重み付けをして算出した。これらの計算には「地域健康・栄養調査集計用ソ

フト ver.1.52」*1 を使用した。 

  *1 開発 国立保健医療科学院 横山徹爾 

  「地域健康・栄養調査集計用ソフト ver.1.52」(2011 年 11 月) 

 



 

 

 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 



 

 



 



 



 



 



 



 


